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1 はじめに
量子暗号の一つに，2000年に Yuenが提案した KCQ (Keyed












































ここで，NBobS ; NEveS は，Bobと Eveがそれぞれ量子最適測定，
ヘテロダイン測定を用いたときに，ある誤り率を達成するとき
の平均光子数である．今回はその誤り率を 0.4とした．表 1は，
符号長 2 から 4 の符号について，量子利得が高かった線形符号
と非線形符号を 2 つずつ示している．ただし，符号語間のハミ
ング距離の組み合わせが等しい符号は，量子利得の値が同じ結果
図 1 符号長 3における Bobと Eveの誤り率特性
表 1 各測定における平均光子数と量子利得
符号長 2
符号の一例 NBobS NEveS 量子利得 [dB]
線形符号 f00; 01; 10; 11g 0.089745 0.285261 5.02232f00; 01g 0.010205 0.032199 4.99029
非線形符号 f00; 01; 10g 0.046097 0.157068 5.32410f01; 10g 0.005102 0.016072 4.98329
符号長 3
符号の一例 NBobS NEveS 量子利得 [dB]
線形符号
f000; 011; 101; 110g 0.045874 0.173492 5.77713
f000; 001; 010; 011;
0.159562 0.553588 5.40257
100; 101; 110; 111g
非線形符号 f000; 001; 010; 100g 0.066930 0.253192 5.77829f000; 001; 010; 101g 0.065793 0.245853 5.72494
符号長 4
符号の一例 NBobS NEveS 量子利得 [dB]
線形符号 f0000; 0011; 0101; 0110g 0.183500 0.693968 5.77704f0000; 0011; 1101; 1110g 0.142944 0.531464 5.70313







本研究では，符号長 2から 4のときの二元符号を用いた KCQ
の特性を調べ，線形，非線形の場合の比較を行った．その結果，
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